
(57)【要約】

【課題】簡易に袋物を吊り上げることができ、袋物を破

る事故を低減することが可能な吊り上げ装置を提供する

。

【解決手段】それぞれ所定以上の幅の先端部５ａ、５ｂ

を有し、搬送対象の袋物１０の自重で閉じて袋物１０を

抱える、第１のアーム２ａと第２のアーム２ｂとからな

る１対のアームと、１対のアーム２ａ、２ｂが閉じたと

きの先端部５ａ、５ｂ間の距離の下限を制限するアーム

間距離制限部材３と、外腕部７ｂに吊り上げ用の吊り手

部材４と、を備え、第１のアーム２ａが、第２のアーム

２ｂの途中部分に設けられた支点Ｆに回転可能に取り付

けられ、支点Ｆの周りに回転して第２のアーム２ｂとの

間に袋物１０を抱え、アーム間距離制限部材３が、鎖等

を用いて長さが調節できるように形成され、第１のアー

ム２ａの途中部分と第２のアーム２ｂの支点よりも基端

側の外腕部７ｂとを繋ぐように設けられ、袋物１０を抱

えて吊り上げる構成を有している。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 そ れ ぞ れ 所 定 以 上 の 幅 の 先 端 部 を 有 し 、 搬 送 対 象 の 袋 物 の 自 重 で 閉 じ て 前 記 袋 物 を 抱 え
る 、 第 １ の ア ー ム と 第 ２ の ア ー ム と か ら な る １ 対 の ア ー ム を 備 え 、 前 記 袋 物 を 抱 え て 吊 り
上 げ る こ と を 特 徴 と す る 吊 り 上 げ 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 １ 対 の ア ー ム が 閉 じ た と き の 前 記 先 端 部 間 の 距 離 の 下 限 を 制 限 す る ア ー ム 間 距 離 制
限 部 材 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 吊 り 上 げ 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ の ア ー ム が 、 前 記 第 ２ の ア ー ム の 途 中 部 分 に 設 け ら れ た 支 点 に 回 転 可 能 に 取 り
付 け ら れ 、 前 記 支 点 の 周 り に 回 転 し て 前 記 第 ２ の ア ー ム と の 間 に 前 記 袋 物 を 抱 え る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 吊 り 上 げ 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 各 ア ー ム は 、 長 手 方 向 の 少 な く と も 一 部 の 断 面 が 矩 形 状 の 形 状 を 有 し 、 持 ち 上 げ ら
れ た と き に 前 記 形 状 の 長 い 方 の 辺 を 有 す る 面 が 重 力 の 方 向 に 沿 う よ う に 設 け ら れ て い る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 吊 り 上 げ 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 少 な く と も 一 方 の 前 記 ア ー ム は 、 前 記 先 端 部 の 、 前 記 袋 物 を 吊 り 上 げ た と き に 前 記 袋 物
に 接 し う る 部 分 が 所 定 値 以 上 の 曲 率 半 径 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２
に 記 載 の 吊 り 上 げ 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 各 ア ー ム は 、 前 記 袋 物 と 接 す る 側 に 前 記 形 状 の 長 い 方 の 辺 を 有 す る 面 が 沿 う よ う に
設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 吊 り 上 げ 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 ア ー ム 間 距 離 制 限 部 材 は 、 前 記 第 １ の ア ー ム の 途 中 部 分 と 前 記 第 ２ の ア ー ム の 前 記
支 点 よ り も 基 端 側 の 外 腕 部 と を 繋 ぐ よ う に 設 け ら れ 、 長 さ が 調 節 で き る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ３ に 記 載 の 吊 り 上 げ 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 ア ー ム 間 距 離 制 限 部 材 は 、 前 記 第 １ の ア ー ム と 前 記 第 ２ の ア ー ム と を 分 離 で き る よ
う に 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 吊 り 上 げ 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 ア ー ム 間 距 離 制 限 部 材 は 、 鎖 を 用 い て 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に
記 載 の 吊 り 上 げ 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 第 ２ の ア ー ム は 、 前 記 外 腕 部 に 吊 り 上 げ 用 の 吊 り 手 部 材 が 設 け ら れ て い る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 吊 り 上 げ 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 穀 類 、 粉 体 等 を 入 れ た 袋 物 を 吊 り 上 げ て 搬 送 す る 吊 り 上 げ 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 穀 類 、 粉 体 等 は 、 紙 、 ビ ニ ー ル 等 か ら な る 袋 に 詰 め ら れ て 袋 物 と し て 扱 わ れ 搬 送
さ れ る 。 こ の よ う な 袋 物 は 一 般 に 数 十 ｋ ｇ 以 上 の 重 量 を 有 し 、 搬 送 の 負 担 が 大 き い 。 こ の
よ う な 負 担 を 軽 減 す べ く 、 袋 物 を 吊 り 上 げ て 車 両 に 積 載 す る こ と が 行 わ れ て い る 。 袋 物 を
吊 り 上 げ る 吊 り 上 げ 装 置 は 、 例 え ば 、 ロ ー プ 、 チ ェ ー ン 等 を 袋 物 に 巻 き 付 け 、 又 は 、 ア ー
ム で 抱 え て フ ッ ク に 固 定 し 、 他 の 搬 送 装 置 が 鉤 を フ ッ ク に か け て 吊 る し 上 げ 搬 送 す る よ う
に な っ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ３ ３ ４ ７ ８ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 の 吊 り 上 げ 装 置 で は 、 ロ ー プ 等 を 用 い る 場 合 、 吊 り 上 げ た 際 の バ ラ
ン ス を と り 落 下 等 を 防 止 す る た め に 巻 き 付 け に 注 意 を 要 す る と い う 問 題 を 有 し て い た 。 大
量 の 袋 物 を 運 ぶ 場 合 は 特 に 煩 雑 と な っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 ア ー ム で 抱 え る 場 合 で は 、 バ ラ ン ス を 崩 し て 落 下 す る こ と を 防 止 す る た め 、 強 く
抑 え る 必 要 が あ り 、 そ の 結 果 、 袋 が 破 れ て し ま う こ と が あ る と い う 問 題 を 有 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 以 上 の 現 状 に 鑑 み 、 本 発 明 の 目 的 は 、 簡 易 に 袋 物 を 吊 り 上 げ る こ と が で き 、 袋 物 を 破 る
事 故 を 低 減 す る こ と が 可 能 な 吊 り 上 げ 装 置 を 提 供 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 の 課 題 を 解 決 す べ く 、 本 発 明 は 以 下 の 構 成 を 提 供 す る 。
　 請 求 項 １ に 係 る 発 明 は 、 そ れ ぞ れ 所 定 以 上 の 幅 の 先 端 部 を 有 し 、 搬 送 対 象 の 袋 物 の 自 重
で 閉 じ て 前 記 袋 物 を 抱 え る 、 第 １ の ア ー ム と 第 ２ の ア ー ム と か ら な る １ 対 の ア ー ム を 備 え
、 前 記 袋 物 を 抱 え て 吊 り 上 げ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ の 吊 り 上 げ 装 置 に お い て 、 前 記 １ 対 の ア ー ム が 閉 じ た
と き の 前 記 先 端 部 間 の 距 離 の 下 限 を 制 限 す る ア ー ム 間 距 離 制 限 部 材 を 備 え た こ と を 特 徴 と
す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ の 吊 り 上 げ 装 置 に お い て 、 前 記 第 １ の ア
ー ム が 、 前 記 第 ２ の ア ー ム の 途 中 部 分 に 設 け ら れ た 支 点 に 回 転 可 能 に 取 り 付 け ら れ 、 前 記
支 点 の 周 り に 回 転 し て 前 記 第 ２ の ア ー ム と の 間 に 前 記 袋 物 を 抱 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ４ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ の 吊 り 上 げ 装 置 に お い て 、 前 記 各 ア ー ム
は 、 長 手 方 向 の 少 な く と も 一 部 の 断 面 が 矩 形 状 の 形 状 を 有 し 、 持 ち 上 げ ら れ た と き に 前 記
形 状 の 長 い 方 の 辺 を 有 す る 面 が 重 力 の 方 向 に 沿 う よ う に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る
。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ５ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ の 吊 り 上 げ 装 置 に お い て 、 少 な く と も 一
方 の 前 記 ア ー ム は 、 前 記 先 端 部 の 、 前 記 袋 物 を 吊 り 上 げ た と き に 前 記 袋 物 に 接 し う る 部 分
が 所 定 値 以 上 の 曲 率 半 径 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ６ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 ４ の 吊 り 上 げ 装 置 に お い て 、 前 記 各 ア ー ム は 、 前 記 袋 物
と 接 す る 側 に 前 記 形 状 の 長 い 方 の 辺 を 有 す る 面 が 沿 う よ う に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ７ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 ３ の 吊 り 上 げ 装 置 に お い て 、 前 記 ア ー ム 間 距 離 制 限 部 材
は 、 前 記 第 １ の ア ー ム の 途 中 部 分 と 前 記 第 ２ の ア ー ム の 前 記 支 点 よ り も 基 端 側 の 外 腕 部 と
を 繋 ぐ よ う に 設 け ら れ 、 長 さ が 調 節 で き る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ８ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 ７ の 吊 り 上 げ 装 置 に お い て 、 前 記 ア ー ム 間 距 離 制 限 部 材
は 、 前 記 第 １ の ア ー ム と 前 記 第 ２ の ア ー ム と を 分 離 で き る よ う に 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と
す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ９ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 ７ の 吊 り 上 げ 装 置 に お い て 、 前 記 ア ー ム 間 距 離 制 限 部 材
は 、 鎖 を 用 い て 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
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　 請 求 項 １ ０ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 吊 り 上 げ 装 置
に お い て 、 前 記 第 ２ の ア ー ム は 、 前 記 外 腕 部 に 吊 り 上 げ 用 の 吊 り 手 部 材 が 設 け ら れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 １ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 １ 対 の ア ー ム が そ れ ぞ れ 所 定 以 上 の 幅 の 先 端 部 を 有 し 、
搬 送 対 象 の 袋 物 の 自 重 で 閉 じ て 袋 物 を 抱 え る た め 、 袋 物 の 重 さ を 先 端 部 に 分 散 さ せ る こ と
が で き 、 簡 易 に 袋 物 を 吊 り 上 げ る こ と が で き る と 共 に 、 袋 物 を 破 る 事 故 を 低 減 す る こ と が
可 能 な 吊 り 上 げ 装 置 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 上 記 請 求 項 １ の 効 果 に 加 え て 、 ア ー ム が 閉 じ た と き の 先
端 部 間 の 距 離 の 下 限 を 制 限 す る ア ー ム 間 距 離 制 限 部 材 を さ ら に 備 え た た め 、 袋 物 に か か る
力 の 上 限 を 一 層 制 限 で き 、 さ ら に 袋 物 を 破 る 事 故 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 上 記 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ の 効 果 に 加 え て 、 第 １ の ア ー
ム が 第 ２ の ア ー ム の 途 中 部 分 に 設 け ら れ た 支 点 に 回 転 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る た め 、 簡
易 な 構 成 で 袋 物 を 吊 り 上 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 請 求 項 ４ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 上 記 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ の 効 果 に 加 え て 、 長 手 方 向 の
少 な く と も 一 部 の 断 面 が 矩 形 状 の 形 状 を 有 し 、 持 ち 上 げ ら れ た と き に 上 記 の 形 状 の 長 い 方
の 辺 を 有 す る 面 が 重 力 の 方 向 に 沿 う よ う に 設 け ら れ て い る た め 、 重 力 に 対 す る 機 械 的 強 度
の 確 保 に 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 請 求 項 ５ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 上 記 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ の 効 果 に 加 え て 、 先 端 部 の 、
袋 物 を 吊 り 上 げ た と き に 袋 物 に 接 し う る 部 分 が 所 定 値 以 上 の 曲 率 半 径 を 有 す る た め 、 鋭 利
な 部 分 を 除 く こ と が で き 、 さ ら に 袋 物 を 破 る 事 故 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 請 求 項 ６ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 上 記 請 求 項 ４ の 効 果 に 加 え て 、 各 ア ー ム が 、 袋 物 と 接 す
る 側 に 形 状 の 長 い 方 の 辺 を 有 す る 面 が 沿 う よ う に 設 け ら れ て い る た め 、 袋 物 と 接 す る 側 の
面 の 面 積 を 大 き く す る こ と が で き 、 さ ら に 袋 物 を 破 る 事 故 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 請 求 項 ７ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 上 記 請 求 項 ３ の 効 果 に 加 え て 、 ア ー ム 間 距 離 制 限 部 材 が
、 第 １ の ア ー ム の 途 中 部 分 と 第 ２ の ア ー ム の 支 点 よ り も 基 端 側 の 外 腕 部 と を 繋 ぐ よ う に 設
け ら れ 、 長 さ が 調 節 で き る た め 、 袋 物 に 合 わ せ て 挟 持 す る 力 を 調 節 で き 、 異 な る 種 類 の 袋
物 に つ い て も 袋 物 を 破 る 事 故 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 請 求 項 ８ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 上 記 請 求 項 ７ の 効 果 に 加 え て 、 ア ー ム 間 距 離 制 限 部 材 が
第 １ の ア ー ム と 第 ２ の ア ー ム と を 分 離 で き る よ う に 設 け ら れ る た め 、 分 離 し て コ ン パ ク ト
に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 請 求 項 ９ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 上 記 請 求 項 ７ の 効 果 に 加 え て 、 ア ー ム 間 距 離 制 限 部 材 が
鎖 を 用 い て 形 成 さ れ て い る た め 、 鎖 の 長 さ を 調 節 す る こ と に よ っ て 袋 物 に か か る 力 の 上 限
を 簡 易 に 制 限 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 請 求 項 １ ０ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 上 記 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 効
果 に 加 え て 、 第 ２ の ア ー ム の 外 腕 部 に 吊 り 上 げ 用 の 吊 り 手 部 材 が 設 け ら れ て い る た め 、 袋
物 の 自 重 で 閉 じ て 袋 物 を 抱 え る 構 成 を 簡 易 に 実 現 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 以 下 、 実 施 例 を 示 し た 図 面 を 参 照 し つ つ 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
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　 図 １ は 、 本 発 明 に よ る 吊 り 上 げ 装 置 の 一 実 施 例 を 概 略 的 に 示 す 平 面 図 お よ び 側 面 図 で あ
る 。 吊 り 上 げ 装 置 １ は 、 図 １ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 第 １ の ア ー ム ２ ａ と 第 ２ の ア ー ム ２ ｂ
と か ら な る １ 対 の ア ー ム と 、 こ の １ 対 の ア ー ム ２ ａ 、 ２ ｂ が 閉 じ た と き の ア ー ム ２ ａ 、 ２
ｂ 間 の 距 離 の 下 限 を 制 限 す る ア ー ム 間 距 離 制 限 部 材 ３ と 、 ア ー ム ２ ａ 、 ２ ｂ の 吊 り 上 げ 用
の 吊 り 手 部 材 ４ と を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 第 １ の ア ー ム ２ ａ は 、 第 ２ の ア ー ム ２ ｂ の 途 中 部 分 に 設 け ら れ た 支 点 Ｆ に 回 転 可 能 に 取
り 付 け ら れ 、 各 ア ー ム ２ ａ 、 ２ ｂ は 、 図 １ （ ｂ ） に 示 す よ う に そ れ ぞ れ 所 定 以 上 の 幅 を 有
す る 先 端 部 ５ ａ 、 ５ ｂ を 有 し 、 不 図 示 の 袋 物 の 自 重 で 閉 じ て 袋 物 を 抱 え る よ う に な っ て い
る 。 こ こ で 、 上 記 の 「 所 定 以 上 の 幅 」 と は 、 袋 物 を 抱 え て 持 ち 上 げ た と き に 袋 物 の 自 重 で
破 れ な い 程 度 の 幅 を い い 、 具 体 的 に は 、 ２ ０ ～ ５ ０ ｃ ｍ 程 度 を い う 。 こ の 幅 は 、 吊 り 上 げ
ら れ る 袋 物 の 重 量 、 形 状 等 に よ っ て 変 わ る も の で あ り 、 上 記 の 具 体 例 の 範 囲 に 限 定 さ れ る
も の で は な い 。 以 下 、 第 ２ の ア ー ム ２ ｂ の 支 点 Ｆ か ら 先 端 部 ５ ｂ 側 の 部 分 を 内 腕 部 ６ ｂ と
い い 、 支 点 Ｆ か ら 基 端 側 の 部 分 を 外 腕 部 ７ ｂ と い う 。 ま た 、 ア ー ム ２ ａ 、 ２ ｂ の 先 端 部 ５
ａ 、 ５ ｂ 以 外 の 部 分 を 腕 部 と い う 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ア ー ム ２ ａ 、 ２ ｂ の 腕 部 は 、 長 手 方 向 の 少 な く と も 一 部 の 断 面 が 矩 形 状 の 形 状 を 有 し 、
吊 り 上 げ 装 置 １ が 持 ち 上 げ ら れ た と き に 矩 形 状 の 形 状 の 長 い 方 の 辺 が 重 力 の 方 向 に 沿 う よ
う に な っ て い る 。 こ こ で 、 ア ー ム ２ ａ 、 ２ ｂ の 腕 部 は 、 袋 物 に 接 す る 側 の 面 の 一 方 又 は 両
方 の 辺 が 、 袋 物 を 吊 り 上 げ た と き に 袋 物 を 破 ら な い よ う に 所 定 値 以 上 の 曲 率 半 径 を も つ よ
う に 仕 上 げ ら れ て い る の で も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 ア ー ム ２ ａ 、 ２ ｂ の 腕 部 は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 袋 物 に 接 す る 側 の 面 を 大 き く し
重 力 に 対 す る 機 械 的 強 度 を 担 保 す べ く 、 腕 部 の 途 中 で ね じ ら れ た 構 造 で あ っ て も よ い 。 図
１ に 示 す 構 成 で は 、 第 １ の ア ー ム ２ ａ の 腕 部 の 持 ち 上 げ た と き に 水 平 と な る 部 分 が 、 矩 形
状 の 形 状 の 長 い 方 の 辺 が 重 力 の 方 向 に 沿 う よ う に 、 ア ー ム ２ ａ 、 ２ ｂ の 腕 部 が ね じ ら れ て
い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 先 端 部 ５ ａ 、 ５ ｂ は 、 棒 状 又 は 板 状 の 部 材 を 用 い て 形 成 さ れ 、 ア ー ム ２ ａ 、 ２ ｂ の 腕 部
と 異 な る 部 材 を 用 い て 構 成 さ れ る の で も よ い 。 ま た 、 先 端 部 ５ ａ 、 ５ ｂ の 袋 物 に 接 す る 部
分 の 辺 お よ び 端 部 は 、 袋 物 を 吊 り 上 げ た と き に 袋 物 が 破 れ な い よ う に 所 定 値 以 上 の 曲 率 半
径 を も つ よ う に 仕 上 げ ら れ て い る の で も よ い 。 先 端 部 ５ ａ 、 ５ ｂ は 、 所 定 の 場 合 に は 丸 棒
、 楕 円 の 断 面 形 状 を 有 す る 棒 等 か ら な る の で も よ い 。 さ ら に 、 先 端 部 ５ ａ 、 ５ ｂ は 、 ア ー
ム ２ ａ 、 ２ ｂ の 腕 部 に 溶 接 等 に よ っ て 固 定 さ れ る の で も よ い 。 こ の 場 合 、 先 端 部 ５ ａ 、 ５
ｂ は 、 ア ー ム ２ ａ 、 ２ ｂ の 腕 部 と は 同 一 又 は 類 似 の 材 料 に よ っ て 構 成 さ れ る の が 、 溶 接 の
容 易 性 の 観 点 か ら 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 ア ー ム ２ ａ 、 ２ ｂ の 腕 部 に は 、 図 １ （ ａ ） に 示 す よ う に ア ー ム 間 距 離 制 限 部 材 ３
を 取 り 付 け る 貫 通 孔 等 の 間 距 離 制 限 部 材 取 り 付 け 部 が 設 け ら れ て い る 。 図 １ に は 、 第 １ の
ア ー ム ２ ａ が 第 ２ の ア ー ム に 取 り 付 け ら れ る 上 記 の 支 点 Ｆ が 、 ボ ル ト ナ ッ ト に よ っ て 構 成
さ れ る 例 が 示 さ れ て い る 。 こ こ で 、 ボ ル ト の ネ ジ が 形 成 さ れ た 部 分 は 、 ナ ッ ト と 接 す る 部
分 か ら 先 端 と し 、 第 １ の ア ー ム と 接 触 す る 部 分 に は ネ ジ が 形 成 さ れ て い な い も の と す る 。
こ の よ う に す る こ と に よ っ て 、 ２ つ の ア ー ム ２ ａ 、 ２ ｂ を そ れ ぞ れ 分 離 す る こ と が で き る
と と も に 、 使 用 中 の ネ ジ の 変 形 を 低 減 で き る 。 ま た 、 支 点 Ｆ の 構 成 部 材 は 、 リ ベ ッ ト 等 、
ボ ル ト ナ ッ ト 以 外 の そ の 他 の 部 材 で も よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ア ー ム 間 距 離 制 限 部 材 ３ は 、 例 え ば 、 図 １ に 示 す よ う に 鎖 に よ っ て 構 成 さ れ 、 鎖 の 長 さ
を 調 節 す る こ と に よ っ て ア ー ム ２ ａ 、 ２ ｂ 間 の 距 離 の 下 限 が 調 節 さ れ る 。 こ こ で 、 ア ー ム
間 距 離 制 限 部 材 ３ は 、 ２ つ の ア ー ム ２ ａ 、 ２ ｂ が 分 離 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る の で も
よ い 。 た だ し 、 ア ー ム 間 距 離 制 限 部 材 ３ は 、 所 定 以 上 の 強 度 を 有 す る 部 材 で あ り 、 長 さ が
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調 節 可 能 で あ れ ば 、 鎖 以 外 の そ の 他 の 部 材 に よ っ て 構 成 さ れ る の で も よ い 。 具 体 的 に は 、
紐 、 線 材 、 １ 対 の ネ ジ 、 及 び こ れ ら と 鎖 と の 組 み 合 わ せ 、 等 を 用 い る の で も よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 吊 り 手 部 材 ４ は 、 吊 り 上 げ 装 置 １ を 吊 し 上 げ る た め の 付 図 示 の 搬 送 機 の 結 合 手 段 が 取 り
付 け ら れ る 。 図 １ に は 、 吊 り 手 部 材 ４ と し て 吊 り 手 金 具 が 設 け ら れ た 例 が 示 さ れ て い る 。
た だ し 、 吊 り 手 部 材 ４ は 、 貫 通 孔 、 ネ ジ 、 そ の 他 に よ っ て 構 成 さ れ る の で も よ い 。 吊 り 手
部 材 ４ と し は 、 吊 り 手 金 具 、 貫 通 孔 が 形 成 に 要 す る 負 担 が 少 な く 、 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し つ つ 本 発 明 に よ る 吊 り 上 げ 装 置 の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。 図 ２ は 、
吊 り 上 げ 装 置 が 袋 物 を 抱 え て 持 ち 上 げ ら れ て い る 状 態 を 表 す 正 面 図 で あ り 、 図 ３ は 、 対 応
す る 側 面 図 で あ る 。 ま ず 、 ア ー ム ２ ａ 、 ２ ｂ の 先 端 部 が 開 か れ 、 袋 物 １ ０ の 中 央 付 近 を 跨
ぐ よ う に 吊 り 上 げ 装 置 １ が 配 置 さ れ る 。 次 に 、 袋 物 １ ０ を 先 端 部 ５ ａ 、 ５ ｂ が 側 面 下 部 か
ら 、 ア ー ム ２ ａ 、 ２ ｂ の 腕 部 が 袋 物 １ ０ の 周 囲 を 挟 持 し 、 抱 え る よ う に ア ー ム ２ ａ 、 ２ ｂ
が 閉 じ ら れ る 。 そ し て 、 ア ー ム 間 距 離 制 限 部 材 ３ が ア ー ム ２ ａ 、 ２ ｂ の 腕 部 に 所 望 の 長 さ
で 取 り 付 け ら れ る 。 こ こ で 、 ア ー ム 間 距 離 制 限 部 材 ３ の 長 さ は 、 袋 物 １ ０ が 落 下 し な い 程
度 か つ 破 れ な い 程 度 の 強 さ で ア ー ム ２ ａ 、 ２ ｂ が 袋 物 を 抱 え る こ と が で き る よ う に 設 定 さ
れ る 。 最 後 に 、 搬 送 機 の 結 合 手 段 ２ ０ が 吊 り 手 部 材 ４ に 取 り 付 け ら れ る 。 こ こ で 、 図 ２ お
よ び 図 ３ に は 、 結 合 手 段 ２ ０ と し て フ ッ ク が 用 い ら れ て い る 例 が 示 さ れ て い る 。 結 合 手 段
２ ０ が 結 合 さ れ 袋 物 １ ０ を 抱 え た 吊 り 上 げ 装 置 １ は 、 ク レ ー ン 等 の 搬 送 装 置 に よ っ て 所 望
の 場 所 に 搬 送 さ れ 、 結 合 手 段 ２ ０ が 搬 送 後 に 取 り 外 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 吊 り 上 げ 装 置 の 一 実 施 例 を 概 略 的 に 示 す 平 面 図 お よ び 側 面 図 で あ る
。
【 図 ２ 】 本 発 明 に よ る 吊 り 上 げ 装 置 が 袋 物 を 抱 え て 持 ち 上 げ ら れ て い る 状 態 を 表 す 正 面 図
で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ に 対 応 す る 側 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 １ 　 吊 り 上 げ 装 置
　 ２ ａ 、 ２ ｂ 　 ア ー ム
　 ３ 　 ア ー ム 間 距 離 制 限 部 材
　 ４ 　 吊 り 手 部 材
　 ５ ａ 、 ５ ｂ 　 ア ー ム の 先 端 部
　 ６ ｂ 　 内 腕 部
　 ７ ｂ 　 外 腕 部
　 １ ０ 　 袋 物
　 ２ ０ 　 結 合 手 段
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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